




Investigations of Pots Corroded on Sulfur
Smelting (Part 2) : On the Cast Iron Pot










Investigations of Pots Corroded on Sulfur Smelting (Part I) 
On the Cast Iron Pot 
Keizo Nishida and Hiroshi Oikawa 
Abstract 
Examining some test pieces out of cast iron pots used for sul:Eur smelting， we 
investigated the proc巴ss0:E corrosion and the change of me巴hani巴alproperity目
The results found are as follows: 
(1) The inner・wallof the pot seems to harden a little， but in the course 0:E 
corrosion the decomposition of cementite occurs. The outer wall， on the other hand， 
i日decarburized.
(2) Even th宮mottledcast iron changes into grey structure， and the graphite in 
it becomes coarS3 in the long use. Incidentally it so much acceleratωthe sulfur 
attack and the de巴reaseof mechanical strength as well， that results the failure in 
a short time. 
Cons日quentlyit is much desired that the effective alloying elements are added 
to protect the cast iron from the graphitsization at th巴sametim巴 sulfurattack. 
1.緒言
北海近幌別鉱業所において， lilrWU!it取りJfn長として最も fi匝に使JHされている銘鉄釜の伏







1) 丙1: 主謀jて業大学研究報?lJ. 情2巻， f右2号 (1955).
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について，硫化水素気流中 (900UC;10 時間まで)で研究した結果的によると，やはり， 3%Crま
で・は急激にl肘硫化怜を示すが，それ以上の添加量になると，明らかにl耐硫化性が緩慢となり，
40%まで組成と共に直線的に重量増加が低下して来ている。また泡沢・中)1:両氏5)は， さらに
Al-添加 (10%まで)， Si-添加(約 10%まで)の鋳鉄について，同様に H2S気流中での試験 (900
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写真 2 普通鋳鉄釜の組織 X93 
I'j色部分:土セメンタイト
この試片について第1阿に示した場所で A










写真 3 内側I表而i x300 
( 19) 
20 丙|日]瓦三・及川 弘
写真 4 円側より1.7mm ;( 300 写真 5 内側より 2.3mm 〉く 300
写真 6 内側より 6.3mm 〉く 30:) 写真 7 内側より 7.7mm 〉く 300





釜の内側| 少い | 多い
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および外側に大別し，その主なる和尚を示せば，写真 10~写真 24 のごとくである。







走っているのが児られる 0 2/貞 14は黒鉛がさら
に太く大きくなっているのがわかる。
写真 1;;写真 10拡大 メ 300
写真 13 写真 12拡大 >< 300 
(22) 
写真 10 外側表而附jf[ 〉く 93
写真 12 中央附近 x 93 











て来ているが，写真 19(引に l吋似1表而附jLe) で
写真 16 写真 15拡大 〉く 300
























〉く 300 写真 22 II~ 央附近 〉く 93
¥く 300 写真 24 rl央内側附近 〉く 300
く24)
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である九 これは針通河鉄奈と左右別対称に 7ケあて，W列におき， 1司 A状態のもとで仙)IJした
が，その材果によれば
a) 使用1(1月久間聞はIr1J符とも全く l司・であり， 、|ζ均命数は 10カ)Jである。
b) 処H:l従軍ーは?十通訳f鉄系にくらべて，約1O~15% 増加した。これらの主主4は使用後 4 カ
} J {¥[からよ見われ， したが、勺て，硫lな!主什i量も '1三j勾11当 1) 6J~120 kg.t曽力1した。 これは ~11若生
成スケーノレの多少によるものと与えられる Q
c) スケーノレの生成状況)土肖通持鉄筆にくらべて綬悦であお (20~30 mm)。 したがって??
通鋳鉄312の 1 /2 の生成速度である。破損;奈の形状は， i}Tj画祭と ~lt. な 1) ，全体の形がMil、1'"状にな
っているふ




木村j 主~U訟の (~JdHr}!j ()手さがJ10 mmiではタト矧が半臼1!状を-rI している。 あまり組織の~~~.常変
化が多いと，主材の腐M!の進行状態が不明になる~~.生れがあるので， この'[1， 比較的厚い部分




持 ~IGì伝道!尚iiI株式会社似別鉱業19r ， WI子総務部長の御好意による。
(25) 
26 西田恵三・及川 弘
(a) Sample (A) (b) Sample (B) 
写真 25 サ μ フアープリント
1) ザ)L.フアー プリント試験








“B" スケーノレ)を ìf1lJ定した結果を1.:f~4 
|河および第5]5:<'1に示す。この阿におい
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一.... Distance from Inner Sides (mm) 
第 5図 判事K鋳鉄釜{寸断Ifl10コ{，史度変化 (RII)
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1:記試片について，各桓エッチ試薬を用いた吻合の籾織を示せば'IJ 点 26~半点 29 W\)~~ A)， 





写真 26 内側附近 〉く 90 写真 27 左拡大 〉く 300
(5;6HN03アJレコ .-)V'波)
写真 28 内側附近 〉く 90 写真 29 中央附近 〉く 300
(ピ}クリン酸、ノー ゲ煮沸) (赤l征服アルカリ液)
(27) 
28 IJ甘回忌.(.~_:_.及川 TJ1¥ 
写真 30 内側表面 〉く 90
(5%HN03アノ〆コー ノレUi()
写真 32 写真31と|叶占場所r ;c 308 
(ピケり‘ノ再妻、/ー 夕、、煮沸)
写真 34 内似Us倍近(中央寄り) )( 9) 
(赤I位取アノレカリ被)
(28) 
写真 31 ぷ拡大 〉く 300
写真 33 写点32と[i1]・1易J升 ;く 303
(赤血布アル〉リ液)
写真 35 方拡大 〉く 300
写真 36 中央附近












て，相当に組織が変化して米ている(写真 30~写真 36 を参!問。
i) 1勾側附 JiÎー写真 30~ チ貞 33 に見られる通り，パーライトが少なくなり，黒鉛の微市111
粒子が存在すると同時に，大きい具合:i片に細かいひげ、状の黒鉛が辿続的にりいているのが目以
っている。 特に太い黒鉛のf，'d固にに 5%HN03 アノレコーノレ液でも腐蝕されない部分が見られ















































7) 三島・三島: “合金学"(上). 共立出版社(昭和29年)p. 131. 
8) 北海道硫黄株式会社幌l:iIJ鉱業所において釜材スクラップの再成品使J1jの場合-//.比較的命数が良いこと
を報告している。
9) 菊出: “鋳物本質論" 工業医iA株式会社(昭和 171，1:)p.136によれば 0.25}';Al含有鋳鉄まYの研究
結果でふる。
(30) 
硫黄精錬釜の謂査ならびに研究 (第2報) 31 
あり得るため， これらについては今後さらに研究を要する重要な問題であると考えられる。
IV.要約
現場使用の二，三の鋳鉄釜について，その腐蝕の進行状況および材質の変化を調査;研究
した結果，次の事実が判明した。すなわち
1) 最初白鋳鉄の釜材であっても，長期の使用中に鼠鋳鉄に変化し，さらに黒鉛を粗大に
し， これが腐蝕雰囲気の侵入を助け，機械的強度の劣化とともに早期破損の原因となる。
2) 釜材内側附1tは，腐蝕の進行とともに一時硬度が上昇するが，さらに長期間の使用で
は，内側でも黒鉛化を生ずる。
3) したがって，鋳鉄の黒鉛化を妨ぐ合金元素の添加が望ましいが，さらに合金元素が耐
硫化性を具備したものてあることが望ましい。
本研究を行なうにあたり，試料および現場の諸条件調査をこころよく御康助下さった北海
道硫黄株式会社幌別鉱業所に対し厚く感謝の意を表するとともに，本研究費の一部を北海道科
学研究助成金によったことを附記して謝意を表する次第で忘る。
(昭和 33年 4月30日受理)
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